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研究成果の概要（和文）：吃音（きつおん）症の特徴として、外的に聴覚タイミングを付加すると流暢に話せるように
なる。つまり、聴覚におけるタイミングエラーが吃音者に生じていると考えられます。そのため、私の研究は片耳ずつ
純音聴覚刺激を行い、脳磁図での聴覚野の反応に対して位相同期解析を行いました。また、MRIでの脳の白質路の比較
を検討しました。その結果、吃音者は聴覚タイミングのエラーを示していることが分かり、吃音の脳研究を前進する結
果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：An adult who stutter can speak fluently with an external auditory input, for 
example chorus speech or auditory delay feedback. Thus, my research is to study auditory function using a 
magnetoencephalography and structure using diffusion tensor MRI. The results of show the abnormal timing 
of the auditory system in stuttering.

研究分野：吃音
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１．研究開始当初の背景 
 吃音症は、最初の言葉を繰り返すことを特
徴（例：ぼ、ぼ、ぼ、ぼくは・・・）とする
言語障害で、人口の 5％に発症するよく見ら
れる疾患であるが、その病態はまだ科学的に
解明されていない。申請者は、吃音の病態を
解明しようとする研究を行い、また、吃音の
臨床・教育も行なっている日本では極めて数
少ない専門家の 1人である。申請者は幼児か
ら 70 代までの様々な年齢の吃音患者を、こ
れまで 300 人以上診療し、吃音者の脳磁図、
MRIを使った研究をしてきた。 
 吃音の興味深い特徴として、メトロノーム
などの外的タイミング合わせると、流暢に話
せるようになる。そのため、吃音は「聴覚タ
イミング障害」と推測できる。聴覚タイミン
グを「位相同期」という指標を用いて測定す
る。「位相同期」とは、図 3 のように音刺激
に対して、どの程度反応の位相が同期してい
るのかを示すものである。この位相同期は、
振幅とは違う指標である。吃音群は図 2で示
したように機能的・構造的拡大が認められる
ので、「位相同期」が健常群よりも高まって
いることが予想される。 
 
２．研究の目的 
 吃音の神経基盤が、聴覚タイミングのエラ
ーに基づくものと提案する。この作業仮説を
検証するために、健常者と吃音者の脳磁図
（MEG）、MRI 画像を記録し比較検討する。
すなわち、聴覚タイミングの機能的指標とし
て位相同期 (Phase-locking)を計測する。 
また、聴覚タイミング異常の原因として器質
的な障害を検出するために、拡散テンソル
MRI によるトラクトグラフィーで白質路の
異常を解析する。 
 
３．研究の方法 
 純音聴覚刺激に対する脳磁図センサの位
相同期係数(PLF)及びセンサ間の位相同期度
(PLV)を MATLAB ソフトウェアで計算し、吃音
者での位相同期異常を証明する。また、拡散
強調 MRI から、拡散異方性 FA 値を計算し、
吃音者特有の白質構造の異常の有無を検討
する。 
 
４．研究成果 
 健常成人 15 名、吃音者 15 名の脳磁図検査
での N100m の反応を調べた。純音聴覚刺激に
対する脳磁図センターの位相同期係数(PLF)
は、吃音群の右聴覚野でのα帯域では健常者
より有意に値が大きかった。また、また、拡
散強調 MRI から、Linux パソコン上で、The 
FRMIB software library を起動して、拡散異
方性 FA 値を計算する試みを行った。さらに
非線形レジストレーションし、標準化を行い、
スケルトン化して、白質路の描出を試みた。
その結果、吃音群は健常群とは異なる拡散異
方性 FA 値を示すことがわかった。 
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